
Q.170  好きなことを
仕事にしたい

経済的な不安

プライベート重視主義01 将来への不安03

02

「好きなこと、やりたいこと」“今”の心地よさを優先する時代へ

“偏食志向”が増殖する
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　メディアで個人が情報発信したり情報収集したりすることが容易になった。以前
は、マスコミなど一部の人が享受していた情報を、手軽に入手できるようになった
今、個人の興味の赴くまま知見を広げることができる。情報が開かれたことで、個人
の趣味趣向は多様化し、各々のペースで日々の楽しみを見つけて選択できる時代が
到来した。　開かれたメディア環境に暮らしている一方で、将来への不安は消すこ
とができない。就職難、年金問題、待機児童問題、震災など、予測のできないことが
断続的に起こる。そのような状況下で、先行きの見えない将来を憂うより、とにかく
今感じられる幸福や楽しさを大切にしようと考える人が増えているのではないだろ
うか。　「好きな場所で」「好きな時に」「好きなものを」選択する。周囲にはなるべく

経済的に満たされていないと感じている人が多く、60
歳の定年後も収入を得続けなければならないと予測している。

時代のめまぐるしい変化と経済状況が相まって、
自分の暮らしに対して漠然とした不安感が抱いている人が多
い。将来に備える人がいる一方で、将来の見通しがきかないの
だから、今を十分に楽しもうとする傾向が強い。

仕事よりも余暇時間を重視と、7割強が回答。仕事
の内容も、自身の好みや興味関心を満たしてくれる、「好きな
こと」であればベターである。

分かったコトまとめ

一生楽しいことが続いたらいいな…

いいえ
6.8％

どちらでも
ない

16.9％

はい
76.3％

Q.4  今の世の中は変化が
多すぎると思いますか?

いいえ
15.3％

どちらでも
ない

17.6％

はい
67.1％

Q.22  日本の将来は
明るいと思いますか

いいえ
41.4％

どちらでも
ない

41.4％

はい
17.2％

Q.115  老後のことを
考えて生活している

いいえ
40.1％

どちらでも
ない

23.8％
はい

36.1％

Q.21  将来に備えるタイプVS
現在をエンジョイするタイプ

備える
53.3％

今を
エンジョイ
46.7％

Q.175  休暇志向
VS高給志向

休暇
71.3％

高給
28.7％

Q.48  仕事重視派VS
プライベート重視派

プライベート
75.2％

仕事
24.8％

Q.49  あなたが欲しい
ものはなんですか

1位　

2位　

3位　

お金

安定した暮らし

健康

4744人

3850人

3190人

考察

考察

考察

【これから予測される現象】
地元の幼なじみ、サークルの仲間、会社の新卒同期など、身近なコミュニティ内での結婚。 リアルなコミュニケーションは居心地のイイ場所のみでOK!? 内輪婚の増加

特定のキャリアの道筋を持たず、自由に暮らしの環境や場所を移動しながら転職をするのが一般的に。自身の興味があること、
条件が理想に見合う方向へ気軽に舵をきる。 

マルチノマドなキャリアアップ

Q.164  60歳をすぎても
働かなければならないだろうと思う

いいえ
19.4％

はい
61.4％

どちら
でもない
18.7％

自分の好きなものを集めたい。栄養バランスを考えられた“幕の内弁当”ではなく、
気軽に食べられて美味しい“ラーメン”や“丼モノ”が喜ばれる時代。
　働き方にもその志向は顕れる。“大手”と言われる会社もいつまで安泰かはわから
ない。“高給“と言われる職業も、いつ社会的制度が変化するかわからない。身心とも
に無理をして社会的な地位を得るということへの魅力は失われ、ある程度安定した
収入と休暇が見込めて、興味のある内容を満たした仕事を見つけたいと願うことは
当然のことだろう。
　“偏食志向”とは決して揶揄した表現ではない。この変化が多い時代において、あ
る意味素直で合理的な発想が生まれるのは自然なこと。「新人の子は自分の頃のよう
に働かない、好きなことしかしない」。一度でもそのようなことを思ったことがある
人は、働き方への意識も多様化し、変化しているのだということを心に留めて欲し
い（自戒の念も込めて）。
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